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大会企画
シンポジウム2

学校だけで守れない
子どもたちへ

～不登校・暴力・非行
に向き合う学校と
福祉の実践的連携

13:15 ～ 14:45

大会企画
シンポジウム5

西成から届けるこども
を支えるネットワーク

10:45 ～ 12:15

委員会・
WG企画8
虐待予防WG

「トツキトオカ」を
紡ぐ知恵～

妊娠期からの伴走力

9:00 ～ 10:30

委員会・
WG企画９
CDR-WG

チャイルドデスレ
ビューの挑戦
～自殺ケースを

題材に～

15:00 ～ 16:30

公募シンポジウム
S2-34

こども家庭センター
3年目の今、思うこと
―それぞれの立場から

の具体―

13:15 ～ 14:45

委員会・
WG企画4

倫理COI委員会

当事者参加型研究発表
と倫理について

10:45 ～ 12:15

公募シンポジウム
S2-33

こどもの権利を守る
要対協のあり方とは？

9:00 ～ 10:30

公募シンポジウム
S2-35

児童相談所と児童家
庭支援センターの協
働のための指導委託
―全国最多の実績を
有する和歌山県から

の発信―
15:00 ～ 16:30

公募シンポジウム
S2-38

「つながり」を考える
～人、場所、歴史、
心をつなぐ社会的養育

の実践～

13:15 ～ 14:45

公募シンポジウム
S2-37

施設種別を超えた退所
後支援の取り組み

～神戸市児童養護施設
連盟自立支援実務者会

の実践～

10:45 ～ 12:15

公募シンポジウム
S2-36

児童養護施設の小規
模・地域分散化は,福祉
経営と養育の質をどう
ポジティブに発展させ
ることが出来るか.

9:00 ～ 10:30

公募シンポジウム
S2-39

社会的養護経験者の
学びの保障と支援に

ついて考える
―大学等高等教育機
関と社会的養護との

連携―
15:00 ～ 16:30

公募シンポジウム
S2-42

虐待した父親の行動変
容を促す取り組み
～ケアリングダッツ
プログラム東京都児相

版の導入～

13:15 ～ 14:45

公募シンポジウム
S2-41

エビデンスに基づく児
童虐待予防の実装
―親子関係形成を

支えるペアレンティン
グプログラムの実践と

展望―
10:45 ～ 12:15

公募シンポジウム
S2-40

親子関係形成支援事業
の現在地

ーエビデンスと導入の
課題：トリプルPとポ
ジティブ・ディシプリ

ンの実践から
9:00 ～ 10:30

公募シンポジウム
S2-43

アドボカシーは
怖くない⁉

～日々の臨床の中に
ある意見表明支援～

15:00 ～ 16:30

公募シンポジウム
S2-46

第三者評価から見えて
きた一時保護施設の先
進的取り組みと547人

の子どもの声

13:15 ～ 14:45

公募シンポジウム
S2-45

「支援する側」は
どう変わるのか

―本人の声を起点に地
域資源と支援を組み替
えるラップアラウンド

実践―
10:45 ～ 12:15

公募シンポジウム
S2-44

関係を壊さずに進める
虐待相談

―家族と支援を共有す
るための実践報告―

9:00 ～ 10:30

公募シンポジウム
S2-47

こどもアドボケイト
における一時保護児
童全件面会の意義と

展望

15:00 ～ 16:30

公募シンポジウム
S2-50

医療機関でキャッチし
た子どものSOS、
どうつなぐか

13:15 ～ 14:45

公募シンポジウム
S2-49

見えない専門性を
未来へ残す

～MSWのコーディ
ネーター力の可視化と

マニュアル化～

10:45 ～ 12:15

公募シンポジウム
S2-48

子ども虐待対応チーム
における看護師の役割
を深堀りしよう！

―私がやってることは
スタンダード？
マニアック？̶
9:00 ～ 10:30

公募シンポジウム
S2-51

医療機関における
こども家族支援の

現在地
～権利を守る多機関
連携と医療ソーシャ
ルワーカーの実践～

15:00 ～ 16:30

公募シンポジウム
S2-52

「家庭か施設か」を
超えて考える

―実親と里親を支える
地域支援基盤としての

乳児院

9:00 ～ 10:30

公募シンポジウム
S2-53

里子の自立を取り巻く
課題

―里親子支援者・施設
職員経験者・里親経験

者の視点からー

10:45 ～ 12:15

公募シンポジウム
S2-54

里親支援における
心理支援の専門性
-里子と里親の心が
出会う場所としての

家庭-

13:15 ～ 14:45

公募シンポジウム
S2-55

里親家庭の実子の
アドボカシーとチーム

養育の確立
―実子を対象としたプ
ログラム開発の試み―

15:00 ～ 16:30

昼食会場
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公募シンポジウム
S2-56

非行の課題を抱える
こどもの支援その５
～きょうだい間性加害
ケースにおける家庭の

支援について～

9:00 ～ 10:30

公募シンポジウム
S2-57

DV加害者である親へ
介入する実践

－Safe & Together
モデルによる加害者
パターンベースドアプ
ローチの導入と展望－

10:45 ～ 12:15

公募シンポジウム
S2-58

デートDV予防教育の
意義と課題

―児童虐待防止との
接続̶

13:15 ～ 14:45

教育講演８

子ども虐待とDVの
交差に介入する

～若者のインタビュー
調査から子どもの経験
と求められる支援につ

いて考える

9:00 ～ 10:30

教育講演4

法医学で「わかるこ
と、わからないこと」  
～ 法医学者ってこう
いう風に考えてます

10:45 ～ 12:15

教育講演９

子ども虐待対応に
おいて父親・男性を

どうするか
－「男親塾」の実践から
考えるコントロール行
動への介入後支援

13:15 ～ 14:45

一般演題
（O17）

市町村・関係機関の
連携体制

9:00 ～ 10:30

一般演題
（O18）

子どもの声とSOSの
受け止め

10:45 ～ 12:15

一般演題
（O19）

一時保護施設の運営と
職員支援

13:15 ～ 14:45

公募シンポジウム
S2-64

アディクションのある
養育者に育てられた
子どもの受ける困難と
その支援体制を考える

9:00 ～ 10:30

公募シンポジウム
S2-65

児童相談所に求められる
「正しさ」を考えてみる

ー法律、社会、
児童相談所、支援者
個人の視点からー

10:45 ～ 12:15

公募シンポジウム
S2-66

家庭におけるエデュ
ケーショナル・マルト
リートメントへの介入
―学校現場における
支援の可能性―

13:15 ～ 14:45

公募シンポジウム
S2-60

トラウマケアを組織に
根付かせる

～児童心理司の役割と
実践～

9:00 ～ 10:30

公募シンポジウム
S2-61

これからの児童福祉
施設における人材育成
と支援者支援を考える

10:45 ～ 12:15

公募シンポジウム
S2-62

児童福祉の未来を担う
次世代人材の確保とは
～学生の揺らぎと施設
の制約を超えた入口
支援を考えよう～

13:15 ～ 14:45

公募シンポジウム
S2-59

子どもへの性的虐待を
予防するプログラムを

体験する
～セカンドステップ
チャイルドプロテク
ションユニットの
レッスンについて～

15:00 ～ 16:30

委員会・
WG企画10

国際活動委員会・
当事者ユースWG

子どもの虐待防止の
研究と実践における、
Lived experiencesを
もつ方々との共同創造

15:00 ～ 16:30

一般演題
（O20）

親子関係再構築

15:00 ～ 16:30

公募シンポジウム
S2-67

通告ためらいの構造
―医療と子ども保護
現場の萎縮効果と
モラルインジャリー

15:00 ～ 16:30

公募シンポジウム
S2-63

「生活とともにある
職員を支える」

～児童福祉における
支援者支援

メンタライゼーション
の視点から～
15:00 ～ 16:30

ポスター
発表

10:45 ～ 11:30

ポスター
発表

13:15 ～ 14:00

ポスター
撤去

14:00 ～ 16:00

2016年
マイケル・
ラター先生
インタビュー
映像放映
（随時）

昼食会場
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